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第三回定
例市議会
☆☆☆

　
　
　
　
　
職
員
の
給
与
改
定
を
実
施

・
第
三
回
十
日
町
甫
議
会
定
例
会
は
、
去
る
九
月
二
十
五
日
か
ら
四
日
間
開
か
れ
：

・
追
加
更
正
予
算
（
職
員
の
給
与
改
定
）
ほ
か
十
七
案
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
以
下
は
そ
の
あ
ら
ま
し
癒
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
第
一
日
目
は
市
政
全
般
に
つ
い
て

の
一
般
質
問
が
あ
り
、
引
続
き
各
議

案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
の
主
な
も
の
を
ひ
ろ
っ
て

み
ま
す
と
、

◎
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い

　
て
◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

　
て
◎
十
日
町
市
一
般
職
員
の
給
与
麦
給

　
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
昭
和
三
十
四
年
度
十
日
町
市
才
入

　
才
出
追
加
更
正
予
算
に
つ
い
て

◎
昭
和
三
十
四
年
度
十
日
町
市
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
才

　
入
才
出
追
加
更
正
予
算
に
つ
い
て

等、

で
審
議
方
法
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
担
当
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

各
委
員
会
で
さ
ら
に
慎
璽
番
議
さ
れ

ま
し
た
結
果
鰯
螂
納
髄
騨

◎
固
定
資
産
評
価
委
員
の
選
在
は

税
務
課
長
耶
野
上
忠
吉

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
は

本
田
金
作

の
各
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
を
得
ま
し

た
。月
百
円
か
ら
千
円
の
引
上
げ

　
一
般
職
員
の
給
与
改
定
に
つ
い
て

は
か
ね
て
地
万
公
務
員
の
給
与
改
定

に
つ
い
て
人
事
院
か
ら
の
勧
告
に
よ

り
今
年
四
月
か
ら
初
任
給
給
与
を
基

準
に
、
最
低
百
円
か
ら
最
高
千
円
ま

で
の
蕪
額
を
是
正
麦
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

☆☆☆

顧
般
会
計
は
四
百
万
円
の
減

額　
昭
和
三
十
四
年
度
一
般
会
計
才
入

才
出
追
加
更
正
予
算
の
内
容
は
、
現

在
ま
で
の
累
計
予
算
額
と
比
較
し
て

四
百
万
円
か
ら
の
減
額
と
な
り
、
こ

れ
は
六
箇
ニ
ッ
屋
の
小
学
校
建
築
が

み
あ
わ
せ
と
な
り
、
こ
れ
に
と
も
な

う
起
債
、
補
助
、
簿
の
減
額
が
．
王
な
理

由
で
す
。

才
入
面
に
お
い
て
、
追
加
財
．
源
と
し

て
は
◎
市
税
八
十
万
（
こ
れ
は
法
人
民
税

　
の
自
然
増
加
見
込
）

◎
地
方
公
付
税
七
十
五
万
円

◎
国
民
年
金
の
手
数
料
、
事
務
費
等

一
　
で
九
十
八
万
円

◎
水
防
資
産
の
補
助
金
八
十
三
万
円

◎
士
木
、
教
育
、
林
道
の
寄
付
等
で

　
一
一
＋
五
万
円

r
◎
土
木
災
害
復
旧
の
市
債
百
五
十
万

　
円
等
を
あ
わ
せ
て
五
百
八
十
万
円
余
と

な
り
、
す
で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
補

助
、
起
債
等
の
収
入
が
と
り
や
め
と

な
っ
た
た
め
、
差
引
四
百
四
十
四
万

九
千
余
円
の
更
正
減
と
な
り
ま
し

た
。
才
出
に
お
い
て
は
前
記
財
源
を
も
と

に
し
て

◎
市
役
所
費
に
百
五
十
七
万
円

◎
土
木
費
に
百
六
十
万
円

◎
位
会
及
労
働
施
設
費
に
二
十
万
円

◎
財
産
費
に
四
十
四
万
円

◎
諸
友
出
金
に
百
六
十
万
円

◎
繰
出
金
に
百
四
十
五
万
円

余
が
そ
れ
ぞ
れ
追
加
さ
れ
、
教
育
費

に
お
い
て
一
千
百
十
一
万
円
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
内
容

今月の納税

市民税（第3期）
国民健康保険料（第4期）

納期限は10月31日

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
百
四

十
五
万
円
を
財
源
と
し
て
、
初
在
給

改
定
な
ら
び
に
現
年
度
分
療
養
費
の

麦
出
増
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

予
算
面
に
つ
い
て
総
合
し
ま
す
と
、

給
与
改
定
に
と
も
な
い
予
算
の
組
替

え
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
事
業
の
変

更
箏
、
も
あ
り
、
こ
と
に
六
箇
ニ
ッ
屋

届
出
は
本
庁

　
　
　
　
　
出
生
、
死
亡
、
転
出
入
等
も

塾
新
慕
雛
縣

理
な
点
も
多
く
、
一
方
市
職
員
の
給
、

与
改
善
も
や
む
お
い
な
い
も
の
、
と

の
議
会
の
了
解
が
あ
り
、
各
常
任
委
｝

員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
若
．
干
の

修
正
が
加
え
ら
れ
委
員
長
報
告
ど
お

り
司
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
林
業
品
評
会

　
中
魚
林
業
綜
△
日
㎝
評
会
は
十
一
月

三
日
、
四
日
の
二
日
間
十
日
町
高
校

『
で
開
か
れ
ま
す
。

　

鶴
錦
罷
諜
詔
墾

吾
・
点
、
特
窃
一
・
・
点
哲

㎜
品
さ
れ
ま
す
が
こ
の
ほ
か
木
工
品
展

ハニ
．
爪
や
育
林
コ
ン
ク
ー
ル
、
各
種
競
技

棄
あ
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
で

十
一
月
一
出
か
り
月
籍
事
誘
を
駆

庁
で
取
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前

月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す

が
、
こ
れ
に
関
連
し
た
事
務
と
し
て
層

　
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
・
印
鑑

　
証
明
・
主
食
配
給
・
転
入
転
出
・

　
埋
災
葬
許
可
・
火
葬
場
便
用
許
可

　
・
国
民
健
康
保
険
の
加
入
脱
退
も

　
一
括
本
庁
で
販
扱
い
ま
す
。

　
な
お
地
籍
、
家
屋
籍
事
務
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

て
は
当
分
の
間
、
現
状
通
り
と
し
て

出
張
所
で
取
扱
う
が
近
い
将
来
に
お

い
て
本
庁
引
上
げ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
川
治
駐
任
員

は
本
庁
引
上
げ
に
な
る
の
で
、
市
税

の
納
入
に
つ
い
て
は
十
一
月
一
日
か

ら
本
庁
へ
直
接
納
入
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
、
離
婚

転
入
、
転
出
、
転
居
等
の
届
出
お
よ

び
配
給
、
国
民
健
康
保
険
事
務
も
一

、
括
し
て
市
民
課
で
取
扱
い
ま
す
か
ら

　
▽
配
給
通
脹

　
▽
国
保
被
保
険
者
．
証

　
▽
母
子
手
帳

　
▽
印
鑑

等
を
お
忘
れ
な
く
お
持
ち
下
さ
い
。

ま
た
　
▽
届
出
の
受
付

　
▽
証
明
の
交
付

　
▽
手
数
料
の
納
付

　
▽
給
付
金
の
麦
給

等
一
括
同
時
に
取
扱
う
関
係
上
是
非

本
庁
市
民
課
に
お
出
下
さ
る
よ
う
係

で
は
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
遠
方
の
か
た
で
急
を
要
し
な

い
と
き
は
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
手
数
料
と
送
料
（
郵
便
切
手
で
、

も
可
）
を
そ
え
て
郵
送
申
込
み
し
て

下
さ
い
。
原
動
機
付
自
転
車

耕
転
機
の
申
生
・

　
原
動
機
付
自
転
車
（
耕
紙
機
も
含

む
）
の
・
所
有
者
は
地
方
税
法
に
よ
り

つ
ぎ
の
と
お
り
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
か
ら
該
当
が
あ
り
ま
し
た

ら
阜
速
税
務
課
宛
申
告
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

一
、
原
動
機
付
自
転
車
（
耕
頼
機
も

含
む
）
を
新
た
に
取
得
し
た
者
は
．
販

得
し
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
新
調
．

届
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
原
動
機
付
自
転
車
（
耕
緩
機
も

含
む
）
を
廃
車
し
た
も
の
は
廃
車
し

た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
廃
車
届
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
新
調
届
を
し
た
あ
と
つ
ぎ
に
掲

げ
る
事
項
の
う
ち
一
以
上
の
変
．
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
、
事
田
が
生
じ

　　十日町一塩沢停車場線　i

　　を知事が視察
北村知事は去月十六日・十日町一塩沢停車場線道路視察のため来市、
しました。この日午前中・十日町側から村山市長・高橋縣議・中林1
前縣議・塩沢町は木村町長・雲尾県議らが郡境の栃窪峠に知事を迎ξ
えて十日町一塩沢町を結ぷ道路改修について陳情しました。　　　　‘

　　　　（写真は護国観音像の立つ峠で地元の陳情を聞く知事）

た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
変
更
届
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
所
有
者
の
住
所
、
氏
名
叉
は
名
称

②
原
動
機
の
総
排
気
量
奨
は
定
格
出

力
③
原
動
機
の
形
式
④
車
名
。

栄
橋
の
位
置
決
る

　
　
　
　
　
　
総
工
費
一
億
数
千
万
円

十日町一川西
　
十
日
町
市
と
川
西
町
を

結
ぶ
信
濃
川
に
か
か
る

”
栄
橋
”
の
取
付
位
置
に

つ
い
て
去
る
十
日
、
田
中

（
彰
）
代
議
士
と
河
村
縣

道
路
課
長
ら
が
現
地
調
査

の
結
果
、
架
橋
位
置
は
十

日
町
市
廿
日
城
と
川
西
町
寺
ヵ
崎
．
両

地
内
を
結
ぶ
範
囲
に
決
定
し
年
内
に
』

「
は
販
付
道
路
の
整
備
に
着
手
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
．
栄
橋
”
は
全
長
三
九
八

麿
、
有
効
巾
員
六
層
、
工
法
は
P

自
動
交
換
設
備
を
公
開

　
　
　
吉
町
局
電
信
電
話
週
間
記
念

　十日

町
電
報
電
話
局
で
は
十
月
十

九
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
電
信
電

話
週
間
を
記
念
し
て
二
十
一
、
二
日

の
二
日
間
い
す
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
局
舎
内
部
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
公
開
い
た
し
ま
す
。

　
従
来
の
共
電
式
か
ら
自
動
式
に
切

替
え
ら
れ
オ
ー
ト
メ
化
さ
れ
た
電
話

交
換
の
近
代
設
備
を
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
か
ら
見
学
し
て
い
た
た
き
た

い
と
局
で
は
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

S
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
近
代
的
永
久
橋

で
工
事
費
も
一
億
六
千
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
取
付
道
路
は
十
日
町
市
桑
原

、
側
が
延
長
六
一
四
麿
、
川
西
町
木
落

側
が
一
九
四
層
で
い
す
れ
も
巾
六
・

五
麿
、
有
効
巾
員
五
τ
五
麿
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

な
お
こ
の
橋
が
出
来
あ
が
り
ま
す
と

柏
崎
市
－
十
日
町
市
ー
塩
沢
町
を
結

ぷ
最
短
ル
ー
ト
と
し
て
重
要
な
産
業

道
路
と
な
る
わ
け
で
地
元
産
業
の
発

展
に
も
穴
い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

眼
の
検
診

　
　
　
二
十
二
日
に
六
箇
で

一
市
で
は
去
る
十
日
の
眼
の
愛
護
デ

ー
に
ち
な
み
、
市
内
六
箇
地
区
を
指

　
し
て
ロ
　
　
の
プ
　
ヤ
か
ヤ
　
　

霧
樋
蠣
検
診
を
っ
ぎ

と
こ
ろ

と
　
き

π
師

山
ハ
箇
小
学
校

十
月
二
十
二
日
　
午
前
中

小
学
生
、
午
後
三
時
半
ま

で
中
学
生
と
一
般

登
坂
眼
科
医

一

一
十
同
か
ら
配
布

　
　
　
　
本
年
度
造
林
苗
木

　
昭
和
三
十
四
年
度
秋
櫃
造
杯
用
の

苗
木
配
布
が
十
月
二
十
日
か
ら
行
わ

れ
ま
す
。
例
年
の
と
．
お
り
苗
木
は
す

ぎ
、
ま
つ
、
か
ら
ま
つ
、
き
り
等
で

本
年
は
す
ぎ
約
二
万
五
千
本
、
ま
つ

一
千
本
、
か
ら
ま
つ
二
千
本
、
き
り

四
千
本
で
す
が
、
き
り
苗
は
少
し
お

く
れ
て
十
一
月
上
旬
こ
ろ
配
布
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お

配
布
の
期
日
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
霧
地
一

輩
器
、
川
治
整

、
罰
謂
町
舗
鞭
太
ギ
堂
［

［
三
士
言
錘
、
五
軒
新
田
、
【

講
眈
区
　
（
紅

す
。▽
二
　
十
日
　
六
箇
地
区

▽
二
十
一
日
午
前

　
　
　
　
　
　
　
島
を
含
む
）

　
　
　
轟
木
、
焼
野
、
新
水
、
池
谷

ス
山
）

▽
二
十
五
日
　
川
治
山
地

▽
二
十
六
日
　
北
鐙
坂
、
南
鐙
．
坂
、

高
島
、
鉢

▽
二
十
七
日
稲
葉
、
山
谷
、
小

泉
、
樽
沢
、
名
ヵ
山
、
中
手
、
中
、
平

▽
二
十
八
日
　
中
条
山
地
（
豚
平
、

上
田
原
、
宇
田
ヵ
沢
、
中
新
田
、
小

貫
、
紫
倉
、
菓
枯
木
翼
、
西
枯
木
叉

三
ッ
山
、
美
女
木
。

融
資
の
ご
相
談

　
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
越
冬
資
金
を

必
要
と
さ
れ
る
方
は
国
民
金
融
公
庫

へ
お
い
で
下
さ
い
、
、

個
人
一
〇
〇
万
円
以
内
、
法
人
二
〇

〇
万
円
以
内
、
長
期
月
賦
（
五
〇
四
「

回
以
内
）
、
低
利
月
利
七
厘
七
毛
五

糸
（
一
〇
万
円
に
付
月
七
七
五
円
）

こ
の
ほ
か
恩
給
担
保
貸
付
も
取
扱
っ

て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
市
産
業
課
商

工
係
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

訂
正
市
政
だ
よ
り
九
月
号
一

面
財
政
事
情
．
公
表
の
昭
和
三
十
四
年

度
特
別
会
計
記
事
に
、
上
水
道
の

「
今
後
の
予
定
給
水
戸
数
の
八
O
％

を
示
し
て
い
る
し
と
あ
る
の
は
「
予

定
給
水
戸
数
八
0
％
を
目
．
さ
し
て
い

る
］
の
誤
り
で
あ
り
ま
し
た
の
で
訂

正
い
た
し
ま
す
。

種

痘
を

う
け
・
ま
し
ょ
う

　
本
年
度
の
定
期
種
痘
を
別
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
か
ら
該
当
者
は
も
れ

な
く
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
♂
、
だ

さ
い
。

　該当

者
は
昭
和
三
十
三
年
七
月
一

日
か
ら
十
二
月
末
日
ま
で
に
生
れ
た

者
で
今
ま
で
受
け
て
い
な
い
者
お
よ

び
本
年
一
月
一
日
か
ら
六
月
末
日
ま

廼
に
生
れ
た
乳
児
、
来
年
学
校
へ
入

学
す
る
児
童
、
来
春
小
学
校
を
卒
業

す
る
児
童
。
な
お
種
痘
を
受
け
た
後

の
検
診
日
は
各
市
政
事
務
嘱
託
員
を

通
じ
て
回
覧
さ
れ
ま
す
。

接
種
旧

時

間

場

所

10

月
2
6
日
．
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
2
7
日

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　

m
月
28
日
、
午
前
二

〃
　
　
　
午
後

10
月
2
9
日
．
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

m
月
30
日
〃

U
月
5
日
午
前

〃
　
　
　
〃
　
一

〃
　
　
　
午
後

“
“
　
　
　
　
“

n
月
6
日
午
前

〃
　
　
　
〃
　
一

〃
　
　
　
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　

u
月
1
2
日

”

〃
　
　
　
　
　
　

〃

U
月
4
日
〃

11

月
H
目
〃

n
月
珍
日
”

H
月
B
日
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

n
月
24
日
〃

n
月
2
5
日
〃

1
月
3
日
〃

一
、
ご
一
〇
～

二
、
三
〇
～

一
、
三
〇
～

二
、
三
〇
～

一
、
三
〇
～

一
、
一
一
一
〇
塗

一
、
コ
一
〇
～

二
、
O
O
～

一
、
三
〇
～

九
、
O
、
三
〇
～
一

一
、
O
O
～

二
、
三
〇
～

三
〇
～
一
〇
、
三
〇

九
、
三
〇
～
一

〇
、
三
〇
～
一

一
、
0
0
～

一
一
、
O
O
～

一
、
三
〇
～

二
、
0
・
○
～

二
、
0
・
○
～

二
、
O
O
～

二
、
O
O
～

二
、
○
、
・
O
～

二
、
O
O
～

一
、
三
〇
～

一
、
三
〇
～

一
、
三
〇
～

二
、
O
Ω
枯
木
叉
分
校

　
　
　
　
　

三
、
三
〇
飛
　
　
二
　
　
校

二
、
O
O
…
三
ツ
山
分
校

三
、
三
〇
飛
一
校

三
、
O
Ω
中
条
小
学
校

三
、
○
○
川
治
小
学
校

三
、
O
（
）
入
箇
小
学
校

三
、
O
O
バ
箇
小
学
校

三
、
O
O
π
治
公
民
舘

　
　
　
　

　
　
　
　
真
田
小
学
校

一
、
O
O
．
真
田
小
学
校

二
、
三
〇
鐙
島
小
学
校

三
、
○
○
鎧
島
小
学
校

○
・
三
〇
名
畠
小
霧
　

一
φ
署
ケ
山
小
篶
u

二
、
O
O
吉
田
小
学
校

三
、
O
O
｝
吉
田
小
学
校

二
、
O
Q
六
箇
出
張
．
所

　
　
　
　
ユ

三
、
O
Q
六
箇
出
張
所

三
・
○
○
…
大
池
小
学
校

四
・
O
O
下
日
町
市
役
所

四
、
○
○
．
十
日
町
市
役
所

三
、
O
O
新
座
小
学
校

三
、
O
O
天
丼
田
小
学
校

二
、
三
〇
東
下
組
小
学
校

三
、
O
Q
下
条
出
張
所

二
、
O
O
下
条
小
学
校

生
・
知
板

　
申
請
は
お
早
く

　
市
政
だ
よ
り
九
月
号
掲
載
の
無
拠

出
制
年
金
該
当
者
（
老
令
福
祉
年

金
、
母
子
福
祉
年
金
、
障
害
福
祉
年

金
）
で
未
だ
申
評
し
．
て
い
な
い
方
は

十
月
二
十
五
日
こ
ろ
ま
で
に
甫
社
会

福
祉
事
務
所
に
申
出
て
下
さ
い
。

　
来
月
競
売

　
公
益
質
屋
流
質
物
衣
類
他
約
二
十

七
万
円
を
昨
年
同
様
十
一
月
上
旬
十

日
町
公
民
舘
で
行
う
予
定
で
．
す
か
ら

ご
利
用
下
さ
い
。

　
　
　
▽
十
月
の
メ
モ
ム

▽
十
六
日
π
秋
期
交
通
安
全
運
動

（
二
十
五
日
ま
で
）
▽
十
七
日
H
貯

蓄
の
日
▽
二
十
五
日
騨
結
核
予
防
週

間
（
三
十
一
日
ま
で
）
▽
二
十
七
日

聾
読
書
週
間
（
十
一
月
九
日
ま
で
）

母
子
衛
生
大
会
（
二
日
間
）
。

地
区
別
目
標
決
る

　
本
年
度
共
同
募
金
目
標
額
は
前
号

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
が
今

回
各
地
区
別
の
目
標
額
が
つ
ぎ
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
法
外
援
護
の

唯
一
の
財
．
源
と
し
て
配
分
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
完
納
の
た

め
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
一
般
共
同
募
金

　
　
　
　
　
四
三
二
、
O
O
O
円

募
金

　
　
　
　
　
　
一
二
〇
、
O
O
O
円

　社会を

明
る
く
す
る
運
動
募
金

　
　
　
　
　
　
δ
O
、
○
0
0
円

水
難
救
助
募
一
金

　
　
　
　
　
　
一
〇
、
O
O
O
円

　
　
計
　
　
　
　
山
ハ
ふ
ハ
ニ
、
O
O
O
田
口

　
　
▽
各
地
区
目
標
額

　
十
日
町
地
区
三
五
一
、
丞
一
〇
円

　
中
　
条
地
区
二
四
、
二
六
∩
、
円

一ド吉　ブく　1“

治
地
区

箇
地
区

田
地
区

条
地
区

七
「
．
四
二
〇
日

一
四
、
五
四
〇
臼
，

醗
，
塾
、
璽

　
興
行
募
金
　
一
〇
〇
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
v
1
1
月
n
日
“
へ
中
条
小
単
校

鶴
鷺
呈
霧

天
十
　
（
ハ
ー
1
月
1
3
日
｝
下
条
小
学
校

謬
昏
暑
畜
小
叢

画
蔵
一
．
1
1
月
1
5
日
い
鐙
島
小
学
絞

飯
臣
ユ
　
　
　
・

一
竹
忠
二
1
1
月
緬
日
ハ
川
治
小
学
校

嘆
他
翌
大
八
弱
．
小
禽
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市
産
業
課

飼
料
標
準
ま
）
こ
ユ
よ
ろ

下
条
農
協
青
年
部
の
協
力
を
得
て

　
酪
屡
が
本
市
の
農
業
経
営
に
販
入

れ
ら
れ
て
酪
農
地
域
に
指
定
を
受
け

て
か
ら
五
ヵ
年
を
経
過
し
て
お
り
ま

す
が
、
未
だ
合
理
的
な
酪
農
経
営
に

よ
り
必
す
し
も
農
家
経
済
を
う
る
お

し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
隆
路
と
な
っ
て
い
る
問
題
点

は
つ
ぎ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
国
策
的
な
欠
陥
が
原
因

の
場
合
、
乳
価
の
不
安
定
な
ど
酪
農

農
家
の
力
で
解
決
で
き
な
い
原
因
。

つ
ぎ
に
繁
殖
障
害
の
聞
題
、
自
給
飼

料
の
問
題
等
が
あ
り
ま
す
。
国
策
的

な
原
因
を
除
い
た
後
者
の
原
因
、
す

な
わ
ち
繁
殖
障
害
の
多
発
低
自
給
度

の
俘
在
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ら
ま
す
。
繁
殖
障
害
を
起

す
と
牛
の
生
命
を
短
か
く
す
る
ほ

か
、
．
不
受
胎
牛
の
長
期
飼
育
と
い
う

不
経
済
な
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
自
給
度
が
低
い
と
い
う

こ
と
は
目
先
き
に
算
出
さ
れ
る
経
済

間
題
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
繁
殖
障

害
の
原
因
を
追
求
し
て
行
け
ば
、
濃

厚
飼
料
に
依
存
し
た
自
給
度
の
低
い

こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
結
論

済
的
な
、
し
か
も
乳
牛
の
健
康
に
量
　
調
査
上
考
慮
し
た
諸
点

も
よ
い
飼
料
暴
蕪
を
求
め
て
み
た
い
『
イ
、
積
雪
地
で
あ
っ
て
冬
期
間
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

と
考
え
、
下
条
農
協
青
年
部
酪
農
研
｛
　
く
青
草
類
が
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

究
会
会
員
の
協
力
で
設
計
し
て
み
ま
一
ロ
、
耕
地
面
績
に
制
限
さ
れ
て
い
て

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
高
自
給
度
す
な
わ
ち
八
O
％
～
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
調
査
酪
農
戸
数
及
び
選
　
｝
O
O
％
を
期
待
す
る
の
は
無
理
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

定
内
容
　
　
　
　
　
　
　
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
￥
、

イ
、
対
象
農
家
戸
数
は
一
〇
戸
で
、
　
！
　
経
済
的
な
こ
と
を
重
要
視
し
た

自
給
度
の
高
い
農
家
三
戸
、
中
等
　
　
こ
と
。
す
な
わ
ち
同
じ
理
論
価
を

度
の
も
の
三
戸
、
低
い
塗
芦
豪
め
る
に
し
て
婁
蝶
飼
製

例
外
的
に
低
い
も
の
一
戸
　
　
　
一
選
び
、
標
準
と
し
た

で
肇
し
ょ
皇
の
よ
う
童
露
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
期
の
飼
料
標
準

地
か
ら
十
日
町
市
に
お
け
る
最
も
経
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＿量＿＿、．一名1数量；⊆粒㊤P・c・P（kg）T2P∋N（厘）

青刈ナタネ13，75q　 〇，075　0，319

レ　　ン　　ゲl　l1，000 　　O，259　　　0，979

畦　　　草 28，00Q　O，236　2，835
　ノ（も射ヤ昌ド 11｝・・σ。，45。2，319

澱粉粕2，000　　　　　　　　　　　ド
　　　計，　、1，0207，851
　　【注】体重480kg（BO貫）乳量15kg（8升）

　　　　　秋期の飼料標準
品　　　　名i数量（kg）D・C・P（kg）iT・D・N（kg）

　　　　　　　　　　　　　　　 　ルド

　ノ（も鉦ヤードi15，・…　，571！2，645

畦　　草134・000　0，304　3，645
刈青トウモ・コシ、11，000　0，101　1，541

　　　計　　i　　 　O，976 　7，830

二
、
積
雪
期
で
し
か
も
豪
雪
地
で
あ

　
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
鴛
．
ナ
節
的
な

　
標
準
を
求
め
な
け
れ
ば
無
理
な
ご

　
と
で
あ
る
か
ら
次
の
よ
う
に
分
類

　
し
て
標
準
を
求
め
た

　
A
、
「
春
期
」
五
月
上
旬
よ
り
八

月
中
旬
ま
で
の
牧
草
の
質
及
び
量
も

充
分
で
、
野
草
で
も
年
簡
で
最
高
の

成
分
を
有
す
る
時
期
。
す
な
わ
ち
自

給
度
の
最
高
の
時

　
君
、
「
秋
期
」
八
月
下
旬
よ
り
降

雪
ま
で
牧
草
及
び
牧
量
が
減
じ
、
野

草
も
繊
維
量
が
多
く
な
り
養
分
量
の

期
待
が
で
き
な
い
時
期

　
C
、
「
冬
期
］
い
わ
ゆ
る
積
雪
期

で
青
草
は
全
然
な
く
、
多
汁
質
は
エ

ン
シ
レ
ー
ジ
と
少
量
の
根
菜
類
で
補

充
す
る
に
す
ぎ
な
い
時
期

　
十
日
町
市
の
乳
牛
平
均

　
体
重
及
び
平
均
乳
量

　　【注】体重480kg（130貫）乳量15kg（8升）

　　　　　冬期の飼料標準
品　　　　　、名 1数童俳＆）D・C・翌（㎏） TpP・N（kg）

野乾草（中）・3，750　0，131　1，613
…芋　　　　類 11，000 　07141　　2，735
謬〉エンシレージ 19，000 　0，275　2，000
トウモ。コシ（エン） 7，500 　0，045　　1，050

大豆粕 0，750iO，II30，292アマニ粕0，375i　o，269　0，589
　　　計　　i　　 　O，964 　8，269
　　【注】体重480kg（130貫）乳量15kg（8升）

7
。
霊
＝
＝
一
＝
＝
二
＝
＝
一
＝
一
＝
二
一
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
冨
～
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
二
＝
一
コ

　
住
宅
や
工
場
な
ど
を
建
て
る
に

つ
い
て
そ
の
手
続
き
を
お
こ
た
っ

た
為
に
い
ろ
い
ろ
紛
争
を
起
し
た

り
裁
判
沙
汰
に
ま
で
発
展
し
た
例

が
あ
り
ま
す
が
お
互
に
つ
ぎ
の
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
住
み
よ
い
住
宅

明
る
い
工
場
を
建
て
る
よ
う
に
い

た
し
ま
し
よ
う
。

｝
、
住
宅
や
工
場
な
ど
を
建
て
た

い
b
幽
心
う
場
所
に
道
路
が
通
じ
て

い
る
か
ど
う
か
た
し
か
め
ま
し
よ

う
。
二
、
道
路
と
の
巾
の
基
準
は
建
築

基
準
法
に
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
地
主
と
は
っ
き
り
売
買
の
約

束
を
す
る
前
に
市
役
所
の
建
築
係

と
よ
く
相
談
し
て
建
ら
れ
る
場
所

で
あ
る
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
る

『
一
三
三
三
≡
三
≡
騨
三
≡
噂
…
三
三
一
三
一
…
三
三
三
一
三
…
一
一
三
一
三
≡
…
…
三
一
騨
三
三
三
＝
三
三
≡
一
＝
三
…
三
≡
三
こ
噌
三
…
…
“

必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
、
建
物
等
を
建
て
た
い
と
思
う

場
所
が
農
地
で
あ
る
場
合
は
と
り

あ
え
す
農
業
委
員
会
に
相
談
し
て

手
続
を
と
り
ま
し
よ
う
。

　
1
、
農
地
に
建
物
を
建
て
た
り

植
林
す
る
な
ど
農
地
を
農
地
以
外

の
手
続
を
経
な
い
と
登
記
が
で
き

ず
、
売
車
、
買
主
と
も
罰
せ
ら
れ

ま
す
。

　
1
、
手
続
を
と
ら
な
い
で
地
主

と
だ
け
の
約
束
で
売
買
し
、
土
地

代
金
を
麦
払
い
登
記
が
で
き
ホ
に

い
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
他
人
の

住
宅
を
建
て
る

　
　
　
と
き
の
手
引
き

に
す
る
場
合
、
た
と
い
自
作
地
で

あ
っ
て
も
手
続
を
お
こ
た
る
と
一

〇
万
円
以
下
の
罰
金
、
三
年
以
下

の
徴
役
と
す
る
罰
則
が
あ
り
ま
す

の
で
必
す
手
続
き
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

四
、
農
地
の
売
買
は
農
業
委
員
会

名
儀
に
な
っ
た
り
叉
低
当
権
が
設

定
さ
れ
、
い
ろ
く
榎
雑
な
問
題

を
起
し
た
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
　
2
、
低
当
権
の
設
定
し
て
あ
る

土
地
を
買
う
と
買
っ
た
も
の
が
債

務
の
義
務
を
負
わ
さ
れ
ま
す
。
低

当
権
を
設
定
し
て
あ
る
土
地
か
ど
一

う
か
も
手
続
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
　
川

て
蟹
ら
か
差
象
す
．
　
艶

五
、
農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
場
田

合
や
農
地
を
売
買
す
る
場
合
、
手
㎎

続
を
と
る
と
二
ヵ
月
か
三
ヵ
月
後
酬

に
蕎
禦
馨
雲
す
．
　
』

1
、
許
暮
護
さ
れ
る
前
に
虻

代
金
の
や
り
と
り
を
し
て
問
題
を
川

起
し
た
り
農
地
を
つ
ぶ
し
て
、
罰
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
一

せ
ら
れ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
川

　
2
、
許
可
書
が
渡
さ
れ
た
ら
土
㎜

地
代
金
の
や
り
と
り
し
て
す
ぐ
に
曲

許
司
書
を
登
記
所
へ
持
参
し
て
登
噸

記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
を
よ
く
守
鴨
、
て
詐
欺
に
か
か

っ
た
り
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な

よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

”己1川．亘川“Im111！““1

イ
、
体
重
丁
四
八
O
キ
。
蓼

ロ
、
乳
量
二
四
石
（
日
景
八
升
）

　
飼
料
標
準
理
論
値

イ
、
森
本
式
を
採
用

　
以
上
の
諸
点
を
考
え
て
調
査
し
た

結
果
、
別
表
の
と
お
り
三
期
の
飼
料

標
準
を
得
た
が
、
算
出
さ
れ
た
こ
の

標
準
は
森
本
式
と
全
く
同
じ
で
は
な

い
が
近
以
値
を
と
っ
た
。

〔
註
〕
理
論
値
と
の
誤
差
は
十
一
D

C
P
に
お
い
て
O
・
丁
。
箏
、
T

D
N
に
お
い
て
は
一
・
O
キ
。
咳
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　　名 DCPTDN
　　　 1一　一一一　『rτ
持　飼　料0，308 3，760

牽斗　O　p645 3，915飼乳

品
維
産

0，953　7，675計

【註】体重480kg（130貫）
　　　　乳量15kg（8升）

県
道
を

国
道
に

直
江
津
か
ら
六
日
町
ま
で

十
日
町
か
ら
直
江
津
・
十
日
町
か
ら

六
日
町
（
八
箇
峠
）
ま
で
の
縣
道
を

二
級
国
道
に
格
あ
げ
し
て
も
ら
う
よ

う
去
る
九
月
十
九
日
十
日
町
市
役
所

で
、
編
入
促
進
期
成
同
盟
会
の
発
会
式

を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
ね
ら
い
は
、

浴
線
市
町
村
の
産
業
、
交
化
の
後
進

性
を
打
開
す
る
事
を
眼
目
と
し
裏
日

本
と
表
日
本
を
む
す
ぶ
最
短
国
道
と

し
て
、
物
資
の
交
流
、
資
源
開
発
等
汝

そ
の
利
用
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
お

り
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
晒
大
き
い
。

浴
線
市
町
村
は

　
直
江
津
市
、
三
和
村
、
浦
川
原
村

　
大
島
村
、
安
塚
町
、
松
代
町
、
十

　
日
町
市
、
山
ハ
日
｛
剛

の
八
市
町
村
で
結
成
さ
れ
十
日
町
市

長
が
初
代
会
長
に
就
任
し
た
。

　
翼
十
月
十
四
日
に
は
建
設
省
の
路

政
課
長
を
始
め
縣
の
道
路
課
長
な
ど

数
名
と
関
係
市
町
村
代
表
者
が
、
第

一
回
目
の
現
地
査
察
を
行
な
っ
た
結

果
、
見
通
し
は
大
部
有
望
で
あ
る
。

自
転
車
登
録

　
　
　
十
五
日
か
ら

　
新
潟
縣
で
は
皆
様
の
自
転
車
を
盗
、

難
か
ら
守
る
た
め
に
登
録
制
を
実
施

き
れ
い

・
な
贈
物

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
十
日
町

甫
で
は
十
月
十
五
日
か
ら
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
時
及

会
場
は
同
覧
版
で
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
お
忘
れ

な
く
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
を
よ
く
知
っ

て
登
録
し
て
下
さ
い
。

一
、
登
録
の
対
称
と
な
る
自
転
者

　
足
踏
式
自
転
車
全
部
（
但
し
競
走

　
車
及
二
四
移
以
下
の
車
は
除
く
）

二
、
登
録
閏
、
爪
は
各
自
警
察
署
の
一
連

番
ロ
ゲ
と
す
る

三
、
登
録
の
区
分

｝

◎
一
斉
登
録
　
今
回
実
施
す
る
一
斉

の
登
録

◎
新
規
登
録
　
新
規
に
買
入
れ
た
自

転
車
、
又
は
他
県
よ
り
転
入
し
た

自
転
車
の
登
録

◎
特
別
登
録
脊
録
済
み
の
自
転
車

　
の
買
入
れ
又
は
変
換
し
た
時
に
行

　
な
う
登
録
。
登
録
票
を
紛
失
し
た

　
時
奨
は
盗
ま
れ
た
時
に
行
な
う
登

録
四
、
登
録
事
務
の
取
扱
い

　
自
転
車
所
有
者
の
申
出
に
よ
り
次

　
の
要
領
で
行
な
い
ま
す
。

翻蟻議許　　　　　　　　　　　　　　　　　拳il

l　　　大臣表彰二つ
’このほど統計の功労者として・五年以上にわた
’って期日・内容等が正確で．成績が良好であった
1ので通商産業大臣から表彰されました。関芳織
1物株式会社生産動態統計調査・睦織物株式会社
1工業統計調査。

◎
一
斉
登
録
警
察
、
市
役
所
、
市

　
内
の
業
者
の
協
力
で
行
な
う

◎
新
規
及
ぴ
特
別
登
録
自
転
者
販

　
滞
修
理
業
者
が
行
い
警
察
へ
連
絡

す
る
。

五
、
登
録
の
費
用

　
一
斉
登
録
一
台
に
付
二
〇
円

　
新
規
及
特
別
登
録
一
台
に
付
三
〇

　
円

六
、
詳
し
い
こ
と
は
警
察
、
市
役
所

　
契
は
業
者
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

‘
ビ
蔑
ダ
』
㍉
’
、
～
’
』
『
一
…
’
ミ
（
一
』
…
L
■
「
5
』
■
…
」
田

駆
名
簿
を
確
か
め
よ
う

　
　
．
．
＼
　
来
月
五
日
か
ら
選
挙
人

　
　
　
　
ひ

ρ
．
ざ
へ
駄
名
簿
を
縦
覧

　
毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
基
本
選

挙
人
名
簿
を
作
り
ま
す
が
、
こ
の
名

簿
を
十
一
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で

術
民
の
皆
さ
ん
に
縦
覧
い
た
し
ま
す

か
ら
登
録
資
格
の
方
が
名
簿
に
の
っ

て
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
下
さ

一
途
挙
簾
餐
は
馨

市
民
き
ま
し
た
・
　
　
い

羅
民
牒
器
醐
終
叙

に
こ
の
ほ
ど
花
ビ
ン
が
贈
ら
れ
て

畠
3
＝
＝
；
…
言
3
；
二
＝
＝
3
幽
＝
＝
…
＝
；
＝
。
三
三
三
…
一
＝
＝
三
≡
三
酔
二
三
…
甲
二
，
＝
＝
＝
＝
，
二
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
三
＝
一
一
ξ
．
　
　
　
一
一
＝
一
一
＝
＝
＝
，
＝
幽
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
一
一
7
＝
7
三
…
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
三
一
三
＝
鴨
一
「
一
　
き

い
う
心
す
く
し
の
贈
罷
娠

　
　
　
　
　
　
　
惣
魏
惣

　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
の
目
を

　
　
　
　
　
　
　
楽
し
ま
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
お
り
ま
す
。ミ

録
に
よ
り
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
が
、
も
し
も
れ
て
い
た

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
役
所
叉

は
出
張
所
の
係
員
に
申
し
出
て
ド
さ

い
。一

、
登
録
の
資
格

　
基
本
選
挙
人
名
簿
に
の
る
方
は
、

十
二
月
二
十
日
現
任
で
年
令
満
二
十

才
以
上
に
な
る
者
（
昭
和
十
四
年
十

二
月
二
十
一
日
ま
で
に
些
れ
た
者
）

・
で
九
月
十
五
日
ま
で
に
三
ヵ
月
以
上

　
（
今
年
の
六
月
十
五
日
以
前
か
ら
）

本
市
内
に
引
続
い
て
住
所
を
も
た
れ

る
者
で
す
。

二
、
縦
覧
の
場
所

市
役
所
及
び
各
出
張
所
に
備
え
つ
け

て
あ
り
ま
す
。
叉
市
政
事
務
嘱
託
員

を
通
じ
て
皆
さ
ん
の
δ
家
庭
へ
も
回

覧
い
た
し
ま
す
。

三
、
縦
覧
の
期
間

十
一
月
五
ヨ
か
ら
十
一
月
十
九
日
ま

で
の
十
五
日
閤
で
土
曜
日
で
も
日
暇

日
で
も
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
縦
覧
し
ま
す
。

四
、
異
議
の
申
庄

前
に
か
か
げ
た
登
録
の
資
格
を
も

た
れ
る
方
で
、
も
し
問
違
い
が
あ
っ

た
り
、
署
き
お
と
し
が
あ
っ
た
時
は
．

文
書
で
異
議
申
立
が
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
査
、
市
役
所

女
は
出
張
所
の
係
員
に
申
毘
て
下
さ

い
。
申
立
て
に
よ
り
選
挙
管
理
委
員

会
は
名
簿
を
訂
正
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

“
お
知
ら
せ
”

を
配
布

　
　
　
国
保
二
重
加
入
者
に

　
南
で
は
こ
の
ほ
ど
社
会
保
険
と
国

民
健
康
保
険
の
両
方
に
加
入
し
て
い

る
二
電
加
入
者
に
対
し
て
医
師
に
か

か
っ
た
曹
、
用
の
う
ち
ど
れ
だ
け
国
保

の
方
で
支
払
っ
た
か
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
「
お
知
ら
せ
」
を
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
年
六

月
分
か
ら
始
め
毎
月
通
知
す
る
凄
に

な
り
ま
す
か
ら
ご
承
鄭
お
き
下
さ
い

一
子
ど
も
の
「
し
ご
　
う
し
た
ら
よ
い
か
？
と
い
う
こ
と

　
と
」
と
お
と
な
の
　
に
な
り
ま
す
。

「
し
ご
と
」
　
蘇
馨
雛
鎚
、

　
ー
子
ど
も
の
労
働
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
で
し
よ
う
。
そ
の
一
つ
は
、
子

　
み
の
り
の
秋
、
と
り
入
れ
の
秋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
も
の
仕
事
や
労
働
に
つ
い
て
、
い

冬
に
入
る
前
の
躍
備
多
忙
な
時
、
子

ど
ξ
そ
漫
箏
蓼
欝
ひ
轄
登

て
来
、
労
働
も
考
え
ら
れ
て
来
ま
す
。
、

言
は
・
薯
の
華
鍵
い
釜
で
享
ッ
ダ
イ
誉

に
つ
い
て
、
あ
る
P
T
A
の
話
し
あ
こ
と
は
、
誰
か
が
そ
の
仕
事
の
中
心

い
を
元
に
し
て
記
し
て
み
ま
す
。
　
に
な
り
、
子
ど
も
オ
そ
の
一
部
分
を

　
　
×
　
　
　
X
　
　
　
×
　
　
　
小
間
づ
か
い
程
度
と
し
て
終
る
こ
と

餓
謹
麟
鍵
㌶
欝
暴
簿

く
い
る
と
は
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
い
つ
け
ら
れ
る
」
か
た
ち
に
な
っ
て

ま
せ
ん
。
い
い
つ
け
ら
れ
た
か
ら
や
表
わ
れ
る
か
ら
で
、
お
り
ま
す
。
そ
こ

縫
髄
鶴
魂
嬢
鰯
瀦
擬
聲
戦
簾

が
、
蓬
の
状
態
漂
蘇
ε
よ
［
て
云
も
の
毫
こ
と
、
子
ど
も

う
か
。
と
こ
ろ
が
親
の
方
で
は
、
親
｝
の
や
り
た
チ
、
う
な
仕
事
で
む
り
な
く

。
つζつが

、
の
い
い
つ
け
た
仕
事
を
し
な
い
子

ど
も
は
、
け
し
か
ら
ん
。
交
句
を
い

う
べ
き
で
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

　
ご
れ
で
は
、
、
＋
ど
も
の
労
働
は
、

そ
の
大
部
分
が
親
の
い
い
つ
け
ら
れ
『

た
労
働
と
い
う
乙
と
に
な
り
そ
う
で

す
。
　
子
ど
も
は
次
の
よ
う
に
、
口
い
ま

す
。

　
「
自
分
の
で
き
る
仕
事
を
、
自
分
で
．

き
め
、
自
分
で
進
ん
で
や
る
と
き
は

き
も
ち
が
い
い
け
れ
ど
も
、
叱
ら
れ

な
が
ら
、
次
か
ら
次
へ
と
い
い
つ
け

ら
れ
て
や
る
什
事
は
全
く
い
や
だ
し

と
。
　
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
大
切
な
間
題

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
そ
れ
で
は
、
縄
が
、
が
み
が
み
い

わ
な
く
と
も
、
子
ど
も
た
ち
が
す
す

．
・
．
．
．
書
径
を
も
っ
て
や
る
労
働
は
ど

　蝿

懸　鎌
蕊

・
毎
日
つ
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
、
子
ど

も
の
考
え
を
中
心
に
し
て
え
ら
び
出

㎜
し
ま
す
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
仕
事
は
必

一
ず
子
ど
も
に
全
都
責
保
を
も
っ
て
ま

［
か
せ
、
親
た
ち
は
介
入
し
な
い
よ
う

に
し
て
み
ま
も
っ
て
や
る
こ
と
で
し

｝
よ
う
。
例
え
て
申
し
ま
す
と
、
五
年

生
の
畏
男
は
、
朝
食
前
に
は
必
す
布

と
ん
を
あ
げ
、
居
間
を
掃
き
、
板
の

間
を
清
掃
す
る
。
学
校
か
ら
か
え
っ

て
来
た
ら
、
風
日
を
た
て
、
食
卓
な

ら
べ
は
す
る
…
…
と
い
っ
た
程
度
の

こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

．
仕
事
は
決
し
て
他
の
人
は
や
ら
な
い

で
長
男
ま
か
せ
に
す
る
。
と
い
っ
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

子
ど
も
は
自
分
も
家
族
の
一
員
と
し

て
、
家
庭
生
活
の
一
部
分
を
責
任
を

も
っ
て
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ

き
り
し
て
、
そ
の
仕
事
の
大
切
な
意

義
と
ほ
乙
り
に
気
づ
く
こ
と
資
し
ょ

う
し
、
自
分
の
え
ら
ん
だ
仕
翁
、
r
．
ー
ず

か
ら
、
時
間
を
有
効
に
み
い
だ
し
て

工
夫
し
て
能
率
的
に
や
る
よ
う
に
な

る
と
お
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
し

つ
け
や
、
や
ら
せ
ら
れ
た
佳
事
で
ま

な
い
の
で
労
働
に
対
す
る
考
蔚
方
も

今
ま
で
♪
一
は
異
な
っ
て
く
ろ
は
努
で

あ
り
ま
す
。
次
に
窮
二
の
立
場
の
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
は
親
の
労
働
ど
か

仕
事
と
か
い
う
乙
と
を
子
左
ち
な
り

に
考
え
顧
し
て
み
て
、
親
の
労
働
に

共
感
を
覚
え
る
点
か
ら
、
石
恥
ろ

鞍
鞍
雛
猛

　
　
㌶
鑑

は
こ
ん
な
に
し
て
働
い
て
お
ら
由
、

苦
し
ん
で
居
ら
れ
る
の
だ
た
い
う
実

態
を
も
っ
て
、
お
仕
事
を
自
分
か
ら

み
つ
け
て
や
る
よ
う
に
な
っ
た
岡

や
、
両
親
ば
か
り
廼
な
く
祖
父
が
腰

を
の
ば
し
て
は
い
た
む
の
を
が
3
ん

し
て
田
ん
ぼ
へ
行
く
姿
を
し
み
じ
み

と
感
じ
と
り
、
こ
れ
で
は
大
痩
だ
と

思
い
そ
れ
か
ら
は
、
祖
父
の
か
オ
ノ

た
き
を
目
分
の
き
ま
っ
た
仕
事
キ
し

て
や
る
こ
～
に
し
た
こ
と
な
ギ
も
あ
一

り
ま
す
。
要
は
親
の
労
働
と
か
仕
事

に
対
し
、
そ
の
根
本
的
な
も
の
け
わ

か
ら
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
苫
し
い

立
場
、
無
理
し
て
い
る
凱
場
に
八
闘

的
な
共
感
を
子
供
な
り
に
感
ド
し
夙
、

て
「
コ
ウ
シ
テ
ハ
イ
ラ
レ
ナ
イ
E
と

い
う
こ
と
で
、
自
発
的
に
行
う
よ
う

に
な
っ
た
場
合
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
止
む
花
え
、
ヂ
、
孚

が
足
り
な
く
て
干
供
の
労
働
力
を
求

め
る
場
合
が
か
な
り
多
い
わ
け
、
マ
、
丁

け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
場
A
n
に
’
，
、

い
そ
が
し
ま
ぎ
れ
に
叱
り
つ
0
だ

り
、
失
つ
ぎ
ば
や
に
仕
事
を
進
甚
さ

せ
た
り
し
が
ち
で
す
。
そ
フ
し
だ
場

合
、
そ
の
場
か
ぎ
り
に
終
り
、
後
か

ら
考
え
る
と
た
い
て
い
失
敗
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
『
，
学
校

で
い
い
つ
け
ら
れ
た
仕
事
は
、
き
ょ

う
は
な
い
の
？
し
と
き
い
て
学
校
の

こ
と
と
の
関
係
も
考
え
て
、
仕
事
を

い
い
つ
け
た
り
、
依
頼
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
ほ
だ
あ
O

が
た
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ね
ぎ
ら

い
の
こ
と
ば
、
時
に
は
ほ
う
び
な
お

も
考
え
て
い
だ
た
け
る
な
ら
ば
レ
ー
葎

じ
ま
す
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